
２ コミュニティに関する関心について



（１）住んでいる地域性についてどのように感じていますか？

自分本位で関わりにくい

7人

無関心でよそよそしい

13人

その他, 30人

近所づきあいは悪く、まとまりにくい
10人

【その他の内容】
・あいさつ程度で家族構成もわからない
・淡い交流がある
・お互いにどんな人かわからないため、交わりにくい
・核家族のため知り合いもいなく、近所づきあいもない
・関係は良好だが、立ち話をする程度
・関心がないわけではない
・近所づきあいは特に良くも悪くもない
・近所づきあいはないが、飲食店などで近隣の人と触れ合える
・最近まで働いており、接する機会がない
・狭い地域では人付き合いはいいが、全体的にはまとまりづらい
・きっかけ作りが難しい
・付き合いたい人と付き合っている
・ちょうどよい
・適度な距離感で気持ち良い
・普段は程よい距離感で、必要時には協力できる関係 など

・小さなコミュニティで仲の良い人たちと付き合っ
ている人が多く、全体的に地域活動は活発ではな
い様子

・淡く、あっさりとした近所との関係に居心地の良
さを感じている人も多い
・仕事が忙しい人や最近住み始めた人は近所付き合
いを少なく感じている

近所づきあいもよく、まとまりやすい

２２人



（２）住んでいる地域に愛着がありますか？

ある, 55人

どちらかといえばある 29

人

ない, 2人

（３）コロナ禍を経て地域のつながりは変化しましたか？

弱くなっている

16人

変わらない, 65人

コロナ禍により対面でのイベントが中止と
なる中、半数以上の方が「コロナ禍による
地域への影響は少なかった」と回答。この
地域では小規模なつながりが多く、地域全
体でのつながりは少なかったと伺える。

強くなっている,4人



（４）コロナ禍でつながりが弱くなった理由は何ですか？ （５）地域のつながりは必要ですか？

多くの住民が「地域のつながりは必
要」と認識している。

親交を深める機会が少ない, 14人

地域のつながりを担うリーダーが少ない

3人

地域に対する親近感の薄れ

2人

地域活動への参加者が少ない

2人

女性の就労増加による地域活動参加の減少

1人

必要, 62人

どちらでもない, 19人

不要, 3人



（７）地域の人と一緒に活動するイベントに参加したいですか？

（８）どのようなイベントに参加したいですか？

・お祭り、盆踊り、おみこし ・顔を覚え緊急時に声掛けしやすくなるイベント
・ごみ拾い、清掃活動 ・透明性、目的がはっきりしており、民度が高いもの
・花植え、花壇づくり ・友達ができるようなイベント
・フリーマーケット ・避難訓練
・世代を超えた交流 ・お茶会など話ができるイベント
・子供と介護施設に行く ・学校行事など子供も行けるもの
・赤ちゃんがいても楽しめる ・ボランティア活動
・野菜・果物つかみ取り、収穫祭 ・盆栽、植木
・バーベキュー ・PET交流
・若い方とともに活動したい ・世田谷ブランドの野菜・果物・加工品を扱うフェスタ
・コミュニケーションのある活動 ・子供から高齢者までどの世代でも関われるイベント

など

（９）（７）で参加したくない理由はなぜですか？

・１から知らない人とコミュニケーションをとる時間がない
・集まったからと簡単に馴染めないし、そこまで求めない
・忙しい
・一部の参加者の自己満足と押し付け合いになる
・高齢のため。周りの迷惑になる
・コミュニケーションをさらには考えない
・参加だけならいいが、何かしらの役が回ってくるのが面倒
・自由な時間を家族と使いたい

・身体が無理
・他人とのつながりは無理ない程度でよい
・定期的な開催のイベントに参加し続けるイメージがわかない
・人間関係を地域でとらえていない
・人付き合いが苦手
・人見知りのため
・昔の人と最近の人とは考えが異なり、繋がりは難しい など

参加したい, 8人

どちらかといえば参加したい

44人
参加したくない

5人

どちらかといえば

参加したくない, 

25人



（１０）地域に関する情報はどこから入手していますか？（複数回答可）

隣人・知人

テレビ・ラジオ

１４人

区のお知らせ「せたがや

町内掲示板町内回覧板

SNS（Twitter,Facebook等）

世田谷区ホームページ

世田谷区政情報コーナー

その他,８人

４３人

３４人２５人

１３人

１３人

７人

１人
【その他の内容】
・玉川ボランティアビューロ
・通りかかりの店頭のチラシ
・チラシ
・子供の小学校からのプリント
・マンションの掲示板
・情報がはいってこない
・特になし

ほとんどの方がSNSを使えるが、地域に関する
情報の半数以上は紙媒体での入手である。
タマリバタケを知ったきっかけと同じく、「区
のお知らせ せたがや」、「町内掲示板」、
「町内回覧板」での情報の入手が特に多い。


